
　そこで選択したのが遺伝子改変導入ショウジョウバエの系で
ある（図1）。特に細胞増殖・転写調節因子の改変による癌モデル
はショウジョウバエで既に報告されており6-9)、生体モデルであり
ながら遺伝子詳細解析に供与できる情報網羅されているという
点で要求水準を満たし、さらに、国のセンターとして株の維持・
保管、共同研究随時可能（研究費支給制度あり）、という組織的
な利点がある。
　既に、10年来の共同研究者、京都工芸繊維大学の山口政光教
授に連絡した上で快諾を得、2013年の8月には最初の槐耳によ
る癌治療効果の実証データを得た。正しくは、癌抑制機構の破
綻及び転写調節因子の暴走による細胞増殖異常を、槐耳は量依
存で解消したのである（図３）。

ショウジョウバエ検証実験4

　私自身、門外漢の実験系について正しく記載しようとすると何
ページあっても足りないので、必要十分と思われるもののみを
記す。
　まず、槐耳（Trametes robiniophila murr）は、ヒトで毒性
がないことを検証済みであるが、遺伝子改変ショウジョウバエに
おいても毒性が無視しうる範囲であることを検証した。用いた
遺伝子改変モデルは、多数の刺激伝達経路を統御するHippo 
signaling pathwayの中の、癌細胞において特に最終的な作
用結実点、核内転写調節のかなめとなるYorkieを暴走させる癌
モデル、Yki:V5S168Aミュータントである。Hippo signaling 
pathwayによる統御系は、中枢神経系、心筋（平滑筋）、消化管、
内分泌系においてその機能が顕著であり、これらの臓器は槐耳
効果を観察する臓器と一致している6)。
　実験系は単純であり、遺伝子異常ミュータントを食餌の上で
産卵させ、孵化した幼虫は一定濃度で槐耳を含む食餌にて飼
育、1週間程度で成虫となる（図３）。遺伝子異常は、特に複眼形成

（細胞周期の同調効果を反映）に表現されるため、形態観察に
て効果の質的判定が可能である（rough eye formationの比
較）。単純明瞭で時間がかからない。
　その結果、仮説は実証され、カイジが投与量に依存して、
ショウジョウバエモデルで暴走した転写調節・rough eye 
formationが改善・修復された。原因と結果の単純帰結として
データが得られたわけである（図４）。

はじめに1

　癌の自然寛解は、歴史上に散見する現象である。根拠が薄弱
な例が多いので、宗教的奇跡と同程度の注目しか集めない。最
近も、かなり有望な話、として癌がゴーヤで治ると日本の有名製
薬企業発、大まじめな噂が聞こえてきたが、ああそう、と受け流
すこと他と同じである。ここでは、自然抽出物質（種別ナチュラ
ル・ハーブ）を用いた主として癌、他にも体内変調の修正・復調
につき述べる1-3)。最初に治癒するためのソリューションありき、
の科学解析の端緒である。マラリアに対するクロロキン（キナの
皮）の登場に酷似した話である。そもそも、癌研究は、何故癌に
なるか、を主眼として研究推進されてきた。ここでは、癌から治る
ということはどのような生体現象を基盤とするか、という視点転
換による研究を紹介する。

エビデンスはベッドサイドにあり2

　始まりは2013年新春である。大学院時代の先生がピロリ菌
由来（と思われる）胃癌、および引き続く悪性リンパ腫発症によ
り、歩くこともままならぬ状態となった。しかるに、5月、温泉療養
しつつ運動療法を、とゴルフに連れ出したところ、何と18ホール
を連日2日間完遂したのである。
　この3ヶ月程度で何があったのか、何をしたのか、という疑
問の応えがHuaier (Trametes robiniophila murr、日本名:
槐耳カイジ、中国での抗癌剤登録番号Z-20000109)であった

（図2）4)。20g/日を3ヶ月服用したのである。日本での服用症例
1000例程度、主としてがん研有明病院の漢方外来で処方推奨
されている、と聞き、さっそく症例報告を取り寄せた。癌腫も、服
用法もまちまちだが、多種臓器の癌腫瘤の縮小、転移巣の縮小・
消滅、末期癌の延命効果、ＱＯＬの向上が記されていた4)。
　それから現在に至るまで、実際に槐耳使用による臨床効果を
検討している5)。あくまで自由診療なので、患者様の要望に基づ
いての選択であるから、例数も少なく、病態・癌進行度などまち
まちである。しかし、槐耳有効例を列挙してみると、消化器（胃・
大腸）、泌尿器科癌（前立腺癌）、肝胆膵、乳癌・副腎腫瘍・胸腺
腫・中枢神経内分泌制腫瘍、広汎な多臓器転移、に治癒効果、顕
著な延命効果（しかもＱＯＬは望外な向上を認める）を認め、そ
の有効性を認めざるを得ない。乳腺癌においては、外科手術時

に癌細胞消失という現象が観察され、一番驚愕したのは主治医
である。
　癌のみならず、特に肝障害（家族性・薬剤性）、さらに高脂血
症、アトピー性湿疹等皮膚科症状の改善、腎症の治癒を観察し、
昨今の報告では、自己免疫疾患の免疫寛容まで示唆されて、免
疫賦活のみならず免疫寛容まで効果有り、という状況である。疾
病ではないが、便秘や代謝促進にも顕著な効果が認められた。
　自由選択の功罪でもあろうが、槐耳服用しない例が多く、同時
期、同病院にて同じ進行期の患者群との比較が可能であり、手
術後化学療法のみ、あるいは放射線治療中などの症例と比較検
討したところ、その治癒効果は明らかであった。３年あれば、再発
も含め、予後判定するに十分であった。

基礎解析開始3

　2013年には、半信半疑ではあるものの、抗癌効果があるので
あれば科学的に実証が必要、と考えた（ゴーヤ以上に効果が科
学的であるならば）。ここでの実験法の制限は、槐耳が水溶液に
難溶性である、ということである。これでは、培養細胞実験は不
可能である。担癌マウス・ラットにおける摂取検討は、腫瘤形成
されない、あるいは、腫瘤消失という観察はできるものの、分子
基盤にさして詳細情報を追加しない。癌が治るという現象と、そ
の分子基盤にヒントなりを与える生体機能解析実験系が必要な
のである。

癌治療近未来
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　これは、量依存という点からも臨床実地データの見事な再現
であった。その腫瘍細胞におけるHippo signaling pathway
の癌抑制遺伝子内変異を修復し、癌細胞特異的細胞死を誘発す
る。この癌抑制遺伝子機能の再活性化は、担癌マウス・ラットの
腫瘤形成抑制・腫瘤消失現象とも合致している。

メタボローム解析5

　癌治癒のプロセスは、神戸大学メタボローム解析班との連携
により、カイジ投与が癌発生検体の生体時計を発生開始時期ま
で巻き戻すことにより惹起されることも同時に解明した（図５）10)。
これは、既に発生・胎児期におけるショウジョウバエメタボローム
解析データが完備されていたため、単純比較で得られた結論で
あり、癌治療が異常—正常という直線的な方向性ではなく、まず
胎児期・発生期への生体時計の逆行を経て、幹細胞の安定した
正常分化から開始されるという貴重な所見である（図5）6,10)。

今後の課題6

　本研究は、波及効果としてHippo Pathwayの統御する臓
器における転写調節因子制御回復の可能性をも示唆している 
5-9)。特に、中枢神経系への応用は、パーキンソン病の症状完全消
失という実例をもたらし、仮説通りはるかに応用範囲の広い治
療法を提示することができた 11,12)。また、2012年頃から、乳癌・
肺癌細胞におけるHippo pathway経由での癌抑止効果論文
の発表が相次いでいる4,13)。この培養細胞実験には、市販の槐耳
顆粒ではなく、槐耳抽出ペースト（水溶性）を用いるため、実際の
臨床服用量に換算しがたいものがあるのが欠点である。この結
果が明示するものは、癌のみならず、単一ターゲットを破壊する
という方法論に基づく治療には自ずから限界がある、といういさ
さか常識的な論理でもある14)。

まとめ7

　本研究のもたらした成果は、末期に脅えずに進行癌を治療で
きるという人類の未来である。既に、胃癌・大腸癌を筆頭に多く
の癌が予防可能となっているが15-17)、それでも難治性と言われ
る肺癌・乳癌・膵臓癌等に対し、薬剤の毒性と副作用と戦わなけ
ればならない過酷な日々を患者に強いてきた。本成果は、その
ような懸念を払拭し、治療の過酷さから脱却する時代の幕開け
である。

募集8

　当社は、東海大学医学部・付属病院を主幹として、今後も大規
模な槐耳を用いた癌治療効果、癌のみならず槐耳有効疾患の
治療・基礎解析を推進いたします。槐耳（患者服用型・培養細胞
応用水溶性成分）の供給、また、研究費の委託は、大型設備費除
き、用意されております。詳細につきまして、以下にご照会くださ
い。なお、ここで１）幹細胞の生体内安定化及びその後の正常分
化能の解析、２）臨床有用性の詳細検討、特に中枢神経退行性疾
患における有効性の検討、さらに３）槐耳作用分子機序の詳細解
明（隣接細胞および他の刺激伝達系とのクロストーク解析）、に
関わる基礎・臨床解析研究のご応募をお待ちしております。
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